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ボーイ・ソプラノ ただひとつの歌声 
名門少年合唱団に入団した問題児が、厳
格なベテラン指導者の導きにより歌う喜
びを見いだし、成長していく人間ドラマ。
フランソワ・ジラール監督が、音楽とド
ラマを巧みに融合。

◎上映時間（103分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般/1,800円　大学生/1,500円 
　高校生以下/1,000円　60歳以上/1,000円

問リナシティかのや　☎35-1001

特
別
割
引
券

ボーイ・
ソプラノ

ただひとつの歌声 
割引券をお持ちの人に30

0円

（60
歳以上を除く、高

校生以下は20
0円

）

を割引します。

映 画 情 報

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。
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鹿屋市広報

平成27年10月１日現在（前月比）
統計情報

今月のカバー

◦人口／ 103,767人 （＋66）
◦男性／ 49,271人 （＋66）
◦女性／ 54,496人 （±０）
◦世帯／ 45,771世帯 （＋27）
◦面積／ 448.33㎢ 

正
まさ

雪
ゆき

市の花　ばら

20㎝を超えることもある巨大輪種で、
剣
けん
弁
べん
高
こう
芯
しん
咲き。四季咲き性で株は強健な

ため、育てやすい品種です。

ウミガメ放流会
10月13日、ウミガメ放流会が高須海岸で
行われました。今年、産卵のために上陸
したウミガメは１頭で、約２か月で68頭
がふ化しました。写真は、夕日の沈む海
に向かい、一歩一歩、必死に歩く子ガメ。

1121土
～
４金12

家
の
声
が
高
ま
り
、
昭
和
35
年
に
会

社
を
設
立
し
、
そ
の
９
年
後
に
鹿
屋

工
場
が
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
工
場
で
誕
生
し
た
製
品
に
乳

性
炭
酸
飲
料
の『
ス
コ
ー
ル
』
が
あ

り
ま
す
。
創
業
者
の
木き

之の

下し
た

利と
し

夫お

が

日
本
で
初
め
て
乳
に
ゅ
う
に
炭
酸
を
封
入
す

る
技
術
を
確
立
し
、
昭
和
47
年
か
ら

販
売
を
開
始
。
今
で
も
人
気
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
鹿
屋
工
場
で
は
、
従
業
員
約

80
人
が
働
い
て
お
り
、
主
に
牛
乳
や

乳
酸
菌
飲
料
な
ど
瓶
製
品
７
種
類
を

製
造
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
25
年
か

ら
は
添
加
物
や
香
料
を
一
切
使
用
し

て
い
な
い『
高
千
穂
牧
場
カ
フ
ェ
・

オ
・
レ
』を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
製
品
の
75
％
を
占
め
る
牛
乳

は
、
す
べ
て
大
隅
産
の
も
の
を
使
用
し

て
お
り
、
昨
年
度
は
約
３
，３
０
０
万

本
を
出
荷
し
、
コ
ン
ビ
ニ
を
中
心
に
全

国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

全
国
の
人
が
大
隅
の
牛
乳
を
飲
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
雇
用
面
に
お
い
て
は
、
平
成

26
年
か
ら
は
地
元
鹿
屋
の
高
校
生
を

積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
平
成
25
年
８
月
に
鹿

屋
市
主
催
の
立
地
企
業
懇
話
会
で
弊

社
が
表
彰
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
社

内
で『
地
元
を
大
事
に
し
た
い
』
と

い
う
機
運
が
更
に
高
ま
っ
た
た
め
で

あ
り
、
来
春
も
地
元
か
ら
数
名
の
高

校
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
が
入
社
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
も
安
心
安
全
な
製
品
の
製
造

と
酪
農
家
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
全

体
の
利
益
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
企
業
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

牛
乳
や
乳
製
品
の
製
造
・
販
売
を

行
う
南
日
本
酪
農
協
同
株
式
会
社
鹿

屋
工
場（
本
社
：
都
城
市
）は
昭
和
44

年
８
月
に
笠
之
原
町
で
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
工
場
長
の
福
田
祐
作
さ
ん

に
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
大
隅
地
域
や
都
城
市
は
酪
農
が

盛
ん
で
す
が
、
本
社
工
場
が
建
つ
前

は
生
せ
い
に
ゅ
う乳
は
域
外
の
工
場
を
経
て
流
通

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
域
外
の
工

場
で
は
安
く
買
い
叩
か
れ
る
こ
と
も

多
く
、
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
は

地
元
に
工
場
が
必
要
だ
と
い
う
酪
農

南
日
本
酪
農
協
同

株
式
会
社 

鹿
屋
工
場

笠之原町1-67
☎43-5591

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

南
日
本
酪
農
協
同
株
式
会
社

鹿
屋
工
場	

工
場
長

福ふ
く

田だ	

祐ゆ
う

作さ
く	

さ
ん

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
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DV
「
殴
っ
た
り
し
な
い
か
ら
関
係
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
言
動
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
傷
つ

け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

市
内
の
女
性
の
約
５
人
に

１
人
が
配
偶
者
等
か
ら

暴
力
を
経
験

平
成
24
年
に
実
施
し
た「
鹿
屋
市

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
」
に
よ
る
と
、
配
偶
者
等
か
ら

殴
っ
た
り
、
蹴
っ
た
り
な
ど
の
身
体

的
暴
力
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
答	

え
た
人
は
男
性
10
％
、女
性
23
・７
％
、

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
暴
言
や
、

表
面
化
し
に
く
い
問
題

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
は
、
外
部

か
ら
の
発
見
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
や
、「
家
庭

内
の
問
題
」、「
個
人
的
な
問
題
」
と
い

う
社
会
的
な
無
理
解
に
よ
り
潜
在
化

し
や
す
く
、
周
囲
も
気
付
か
な
い
う

ち
に
暴
力
が
継
続
化
し
、
被
害
が
深

刻
化
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
近
年
で
は
、
親
が
子
ど
も
の

前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
の
心
理
面
に
深
い
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
心
理
的
虐
待
、「
面
前
Ｄ

Ｖ
」も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
暴
力

す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
加
害
者
は
と
て
も
乱
暴
で
あ
っ

た
り
、
一
転
し
て
反
省
の
態
度
を
見

せ
た
り
、
別
人
の
よ
う
に
優
し
く
な
っ

た
り（
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
）
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
害
者
の
反
省
や
態
度
が
、
被
害

者
に「
暴
力
が
無
い
と
き
が
本
当
の

相
手
」、「
今
度
こ
そ
暴
力
が
止
む
か

も
し
れ
な
い
」、「
相
手
は
変
わ
っ
て
く

れ
る
」と
い
う
期
待
を
抱
か
せ
、
加
害

者
の
も
と
に
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

実
際
に
は
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
は
長
く

は
続
か
ず
、
加
害
者
は
イ
ラ
イ
ラ
が

徐
々
に
高
ま
り
、
つ
い
に
爆
発
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

出典：平成24年度「鹿屋市男女共同参画に関する市民意識調査」
男性518人　女性678人

DV被害者の支援には
周りの助けが必要！

INTERVIEW

DV被害者支援の会
アミーチ 会長

弁護士 早川 雅子 さん

私 は、これまで、何千件もの
離婚相談、多くの事件を受

けてきました。
　その中でも共通しているのが、
まるで自分は完璧な人間であるか
のように社会的に立場の強い夫が
妻の些

さ
細
さい

な欠点を探し出し、執
しつ

拗
よう

に責め続けているケースです。
「家計管理や料理も掃除も出来な
い女を誰が食わせてやっているん
だ」と経済的に有利な立場の夫に
言われ、1人で子供たちを育てる
自信も無く、離婚できず、鬱

うつ
病に

なるケースも有ります。
　このようなことから、ＤＶの原
因は、社会の構造的な問題や「男
だから、女だからこうあるべき」
という固定的な考え方、暴力を容
認しようとする考え方が背景にあ
ることに気付かされます。
　私達「ＤＶ被害者支援の会ア
ミーチ」は、①関係諸機関と連携
して、暴力から逃れて来た母子の
居住場所の確保及び就労・自立す
るまでの支援、②ＤＶの原因を除
去すべくＤＶに関する講演を市民
向けに実施、③考え方が柔軟な若
い世代へのＤＶ予防教育として中
学・高校でデートＤＶの講話の実
施など様々な活動を行っています。
　個別的な加害者対策は、被害者
救済団体としては、踏み込めませ
ん。
　どうかＤＶ被害者救済活動に皆
さんのご理解、ご協力をよろしく
お願いします。

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

“
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
”を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
基
本
的
な
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
暴
力
が
あ
り
、

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）を
受
け
る
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。

Ｄ
Ｖ
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、「
も
し
か
し
て
Ｄ
Ｖ
？
」と
思
っ
た
と
き
に

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
男
女
共
同
参
画
室（
１
階
）　

☎
43-

２
１
１
１　

内
線
３
１
７
１

恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
脅
迫
と
い
っ

た
精
神
的
暴
力
を
受
け
た
人
は
男
性

８
・
８
％
、
女
性
20
・
２
％
、
嫌
が
っ

て
い
る
の
に
性
的
な
行
為
を
さ
れ
た

な
ど
の
性
的
暴
力
を
強
要
さ
れ
た
人

は
男
性
３
・
３
％
、
女
性
19
・
１
％

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、
全
体

で
は
女
性
の
約
５
人
に
1
人
が
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
を
経
験
し
て
い
ま

す
。

身
体
的
な
暴
力
だ
け
が

Ｄ
Ｖ
で
は
な
い

皆
さ
ん
が
暴
力
と
聞
い
て
ま
ず
思

い
浮
か
べ
る
の
は
、殴
る
、蹴
る
と
い
っ

た
身
体
的
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

し
か
し
Ｄ
Ｖ
に
は
身
体
的
暴
力

の
他
に
も
、
精
神
的･

社
会
的
暴
力
、

経
済
的
暴
力
、
性
的
暴
力
と
い
っ
た

種
類
が
あ
り
ま
す
。

「女性に対する暴力を
なくす運動」のシンボル

パープルリボン

ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で

加害者の
行動サイクルの
一例

別人のように
優しくなる

ちょっとしたことで
機嫌が悪くなる

暴力爆発期

緊張形成期 開放期
（ハネムーン期）⬅

⬅

⬅

身体的暴力
 殴られる、蹴られる、物を投げつけられる、突き飛ば
される　など

精神的・社会的暴力
人格を否定するような暴言を言われる、交友関係や行
き先・電話・メールなどを細かく監視される、長期間
無視される、恐怖を感じるような脅迫を受ける　など

経済的暴力
生活費を渡されない、貯金を勝手に使われる、外で働
くことを妨害される　など

性的暴力
嫌がっているのに性的な行為を強要される、見たくない
ポルノ映像等を見せられる、避妊に協力しない　など

身体的暴力➡

何度もあった 1、2 度あった まったくない 無回答

男性
2.5

1.5

0.4

7.5 73.0 17.0

68.417.46.3 7.8

73.07.3 18.1

70.412.28.0 9.4

78.02.9

70.913.35.8 10.0

18.7

男性

男性

女性

女性

女性

0 20 40 60 80 100
（％）

精神的暴力➡

性 的 暴 力➡

配偶者等からの暴力被害経験の有無

DVとは
「ＤＶ」と は 英 語 の「d

ド メ ス テ ィ ッ ク

omestic 
v
バ イ オ レ ン ス

iolence 」の頭文字をとった言葉で
す。「domestic」は家庭、「violence」
は暴力という意味ですが、ＤＶは夫
婦だけではなく元夫婦（内縁関係を含
む）や恋人、元恋人など親密な関係
にある人、又はあった人の間に起こ
る暴力のことをいいます。

DVの種類
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DV

　ＤＶは、大人だけの問題ではありません。10代、20代の若

年層でも交際相手からの暴力が存在しており、これを「デート

ＤＶ」といいます。配偶者からの暴力で相談に来られた人の多

くは、交際中から既に暴力を受けています。

　二人の関係が対等でないことが、力と支配を生み出し、暴

力につながる可能性があります。暴力のない関係を作っていく

ためには、気持ち、考え、意見、身体、大事にしていること

等をお互いに尊重することが大切です。

知っていますか？デートDVのこと

デートＤＶチェックリスト

　

市
で
は
、
若
い
世
代
に
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
将
来

の
Ｄ
Ｖ
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象

に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
10
日
は
田
崎
中
学
校
で
研
修

会
が
行
わ
れ
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
場
面

を
教
職
員
や
生
徒
が
演
じ
て
体
感
し

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
で
あ
る
Ｉア
イ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
使
い
方

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
講
師
か
ら
は
、
①
ど
ん
な
事

情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
暴
力
を
ふ

る
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
②
交
際

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
自

由
を
奪
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
、
③
嫌
だ
と
思
う
こ
と

を
受
け
入
れ
る
必
要
は
な
く
、
は
っ

き
り
「
ノ
ー
」
と
言
う
こ
と
、
④
暴

力
を
認
め
ず
、
自
分
の
こ
と
も
相
手

の
こ
と
も
大
切
に
す
る
こ
と
の
４
点

が
生
徒
た
ち
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
生
徒
た
ち
か
ら

は「
Ｄ
Ｖ
は
怖
い
。
将
来
気
を
つ
け

よ
う
と
思
っ
た
」、「
自
分
も
Ｄ
Ｖ
を

し
て
は
い
け
な
い
し
、
受
け
た
場
合

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
が
分
か
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

中
学
生
を
対
象
に
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す

Ｉ
アイ

メッセージとY
ユ ー

ouメッセージ

悩んでいるあなたへ
～ひとりで悩まず相談してください～

相談窓口

名　　　　称 場所 電話番号 相談時間

県女性相談センター 鹿児島市 099-222-1467
平　日　8：30 ～ 17：00
※木曜日のみ20：00まで
日曜日　9：00 ～ 15：00

県男女共同参画センター 鹿児島市 099-221-6630
火曜日～日曜日及び祝日

9：00 ～ 17：00
※火曜日のみ20：00まで

名　　　　称 場所 電話番号 相談時間

鹿屋警察署 鹿 屋 市 44-0110
24時間鹿児島県警察本部

総合相談窓口 鹿児島市 099-254-9110

「あなたは悪くない」と伝え、

相談者の気持ちに寄り添い、話をじっくり聞きましょう。

秘密は守ってください。

あなたひとりでDVの問題を解決することは非常に困難ですので、

相談者にこのページの相談機関の情報を伝えてください。

もし、ＤＶを相談されたときは、

　自分の気持ちをうまく伝える方法として「Ｉメッセージ」がありま
す。これは、「私はこう思う」と自分を主語にして気持ちを伝える方法
です。その反対が、相手を主語にした「Youメッセージ」で、相手を
攻撃してしまいます。お互いを尊重するために、「Ｉメッセージ」で自
分の気持ちを上手に伝えましょう。

▶Ｉメッセージの例：連絡がなくて心配した
▶Youメッセージの例：どうして連絡しなかったんだ

あなたは

大丈夫？

□ 携帯電話の着信履歴やメールを

チェックする

□ 「ばか」などと、傷付く呼び方をする

□ 自分の予定を優先させないと無視

したり、不機嫌になったりする

□無理やり性的な行為をする

□いつもおごらせる

□ 思い通りにならないと、どなった

り責めたり脅したりする

デートD
Vチェック

リスト

ひとりで悩まないで
DV被害者を支援するためにできること

市配偶者暴力相談支援センター
（女性相談窓口） ☎31-1171

相 談 時 間　９：00 ～ 17：00（平日のみ）　
相談の種別　 電話相談、面接相談、配偶者からの暴力被害者のためのカ

ウンセリング（月１回）、法律相談（月１回）

緊急のときや、身に危険を感じた場合は、警察への相談をおすすめします。

警察 110番

何気ないことでも

デートDVになるんだね
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街
みんなのイマをパシャ!!

　

10
月
３
日
、
霧
島
市
の
姶
良
中

央
家
畜
市
場
で
、
第
64
回
県
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら

は
若わ
か
め
す雌
１
区
に
３
頭
、
若
雌
２
区

に
１
頭
、
成せ
い
め
す雌
区
に
２
頭
の
合
わ

せ
て
６
頭
が
、
市
代
表
牛
と
し
て

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
代
表
牛

が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
中
で
、
成
雌
区

で
１
席
と
な
っ
た
上
別
府
実
さ
ん

（
串
良
町
）の「
あ
ゆ
み
号
」は
、
見

事
、
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
10
月
11
日
、
上
高
隈
町
の
田
ん

ぼ
で「
稲
刈
り
体
験
」
が
行
わ
れ
、

市
内
の
親
子
８
人
を
は
じ
め
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
研
修
セ
ン
タ
ー
の

研
修
生
ら
５
人
が
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
山
間
地

域
の
小
竹
水
利
組
合
と
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
の
連

携
の
も
と
、
６
月
に
植
え
た
苗
の

稲
刈
り
が
行
わ
れ
た
も
の
。
参
加

者
は
慣
れ
な
い
鎌
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
貴
重
な
体
験
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

親
子
で
稲
刈
り
を
体
験

　

10
月
９
日
、
西
俣
小
学
校
の
校

庭
で
、
戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
同
校
出
身
で
神

奈
川
県
在
住
の
渋し
ぶ

谷や

芳よ
し

子こ

さ
ん

（
80
歳
）が
、７
月
に
帰
省
し
た
際
、

西
俣
出
身
の
戦
没
者
の
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
慰
霊
碑
の
損
傷
の
激
し

さ
に
心
を
痛
め
、
建
立
か
ら
60
年

を
経
て
自
費
で
修
復
し
た
の
を
機

に
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
日
は
所

在
の
分
か
っ
た
遺
族
を
集
め
、
追

悼
式
が
厳お
ご
そか
に
執
り
行
わ
れ
、
戦

没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

私
財
を
投
じ
て
慰
霊
碑
を
修
復

　
10
月
17
日
、
串
良
平
和
公
園
慰

霊
塔
前
広
場
で「
旧
海
軍
航
空
隊

串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
全
国
か
ら
遺
族
や

元
隊
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列

し
、
特
攻
作
戦
な
ど
で
戦
死
し
た

５
７
３
柱
の
御
霊
に
黙
と
う
を
捧

げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
列
者
の
献
花
、
遺

書
や
作
文
の
朗
読
、「
同
期
の
桜
」

が
合
唱
さ
れ
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
、恒
久
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。

串
良
を
出
撃
し
た
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る

　
10
月
28
日
、市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

「
平
成
27
年
度
鹿
屋
市
合
同
金
婚

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
結
婚
し
て
満
50
年
を
迎
え

た
１
１
７
組
の
夫
婦
が
出
席
。
50

年
前
に
流
行
っ
た
歌
や
出
来
事
を

映
像
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
の
出
幼
稚
園
の
園
児

に
よ
る「
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お

祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
出
席
者
は

目
を
細
め
、
拍
手
と
笑
顔
で
応
え

て
い
ま
し
た
。

結
婚
50
年
！
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
！

　

10
月
28
日
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所「
星
塚
敬
愛
園
」で
開
園
80
周
年

記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
後
藤
正
道
園
長

や
岩
川
洋
一
郎
自
治
会
長
な
ど
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
病
院
関

係
者
な
ど
９
人
へ
の
感
謝
状
贈
呈

や
、
３
人
の
入
所
者
へ
記
念
品
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
鹿
児
島
大
学
男
声
合
唱

団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る「
敬
愛
園
歌
」「
浜

辺
の
歌
」
な
ど
の
合
唱
で
、
80
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

星
塚
敬
愛
園
が
開
園
80
周
年

戦後70年

体
育
の
日
に
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す

　
10
月
12
日
、
市
体
育
館
や
鹿
屋
体

育
大
学
な
ど
で「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
in
か
の
や
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
み
ん
な
で
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
体
験
ブ
ー
ス
で
は
、
日
頃
体

験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
家
族
で

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
少
年
健

全
育
成
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
宝
く
じ
助
成
金
」
を
活
用
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ

災
害
に
備
え
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

10
月
24
日
、
輝
北
体
育
館
や
輝

北
中
学
校
な
ど
で「
第
56
回
大
隅

地
区
中
学
女
子
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る

同
大
会
に
、
今
年
は
市
内
外
か
ら

27
チ
ー
ム
が
参
加
。
選
手
た
ち
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優　
勝
＝
鹿
屋
中
学
校

準
優
勝
＝
上
小
原
中
学
校

３　
位
＝
花
岡
中
学
校
、

　
　
　
　
鹿
屋
東
中
学
校

伝
統
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

　

10
月
11
日
、
輝
北
町
の
輝
北
ダ

ム
周
辺
で「
第
10
回
輝
北
ダ
ム
一

周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
旧
小
学
校
区

対
抗
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
4

チ
ー
ム
が
参
加
。

　

選
手
は
ダ
ム
周
辺
の
全
11
区
間

10
・
２
km
の
コ
ー
ス
を
沿
道
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
走

り
抜
け
ま
し
た
。

優
勝
＝
百
引　
２
位
＝
市
成

３
位
＝
高
尾　
４
位
＝
平
南

た
す
き
を
つ
な
ぎ
輝
北
ダ
ム
を
一
周

　

10
月
２
日
、
鹿
屋
市
中
央
公
園
周
辺
で「
鹿
屋
市
総
合
防
災
訓

練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
同
時
多

発
災
害
を
想
定
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
設
置
・
運
営
訓
練
、
道

路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
、
自
衛
隊
や
消
防
、
医
療
関
係

機
関
に
よ
る
生
き
埋
め
者
救
出
・
多
数
傷
病
者
救
護
訓
練
な
ど
の

総
合
的
な
訓
練
が
、
地
元
住
民
や
園
児
な
ど
25
機
関
４
団
体
、
約

５
０
０
人
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
降
雨
体
験
機
や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験
、

非
常
食
の
試
食
、
避
難
所
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
防
災
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
が
炊
き
出
し

訓
練
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
が
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

防　災

農　業 畜　産

式　典

9  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  8



　

10
月
７
日
、
高
隈
地
区
で「
ド

ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
開
始
式
」
が
行
わ

れ
、
関
係
者
や
住
民
の
約
50
人
が

祝
い
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン

は
、
交
通
手
段
が
な
く
日
常
の
買

い
物
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
や
障

害
者
を
支
援
す
る
事
業
で
、
高
隈

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
恵

仁
会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

３
者
に
よ
る
協
働
事
業
。
毎
週
水

曜
日
、
恵
仁
会
が
運
行
す
る
無
料

バ
ス
１
便
が
同
地
区
と
大
型
ス
ー

パ
ー
を
往
復
し
ま
す
。

高
隈
地
区
で
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
を
開
始

地　域

　

10
月
18
日
、
大
隅
湖
特
設
会
場

な
ど
で「
大
隅
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
和
太
鼓
等
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
お
菓
子
の
つ
か
み

取
り
、
抽
選
会
な
ど
を
実
施
。

　

ま
た
祭
り
の
最
後
に
は
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
夜
空
を
鮮
や
か

に
彩
る
大
迫
力
の
レ
ー
ザ
ー
光
線

シ
ョ
ー
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
約
５
，
０
０
０
人

の
観
客
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

大
迫
力
の
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
が
夜
空
を
彩
る

　

10
月
３
日
、
東
京
都
の
狛
江
市

役
所
で「
東
京
カ
ン
パ
チ
ジ
ャ
ッ

ク
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
か
の
や
カ
ン
パ
チ
を
全

国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
福
岡
市
に
続
き

２
回
目
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
カ
ン
パ
チ
の
つ
か
み
取
り
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
東
京
で
め
っ
た
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
た
カ

ン
パ
チ
を
懸
命
に
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
特
産
品

の
焼
酎
や
焼
き
芋
の
販
売
が
行
わ

れ
鹿
屋
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
で
か
の
や
カ
ン
パ
チ
を
Ｐ
Ｒ

　

10
月
12
日
、
大
隅
広
域
公
園
で「
サ
シ
バ
の
渡
り
と
野

鳥
観
察
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
シ
バ
は
、
ワ
シ
タ
カ
類
に
分
類
さ
れ
、
渡
り
を
見
せ

る
代
表
的
な
鳥
で
す
。
九
州
で
も
有
数
の
観
測
点
で
あ
る

大
隅
広
域
公
園
で
は
、
毎
年
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に

か
け
て
観
察
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
早
朝
か
ら
県
内
外
の
愛
好
家
が
集
ま
り
、
約

２
千
羽
の
サ
シ
バ
を
は
じ
め
、
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
し
た
。

大
隅
広
域
公
園
で
サ
シ
バ
の
観
察
会

　

10
月
25
日
、
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
多
目
的
広
場
で
、「
大

隅
竜
神
大
祭
」と「
お
お
す
み
木
材
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
子
ど
も
綱
引
き
大
会
や
模
擬
上
棟
式
を
は
じ

め
、
焼
肉
大
会
や
大
隅
竜
神
太
鼓
、
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ａ
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
抽
選
会
な
ど
で
会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
木
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら

う
た
め
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
、

楽
し
い
日
曜
日
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

棟
上
げ
・
焼
肉
で
大
盛
り
上
が
り

　

10
月
19
日
、
市
漁
業
協
同
組
合
の
会
議
室
で「
Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
‐
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
参
戦
す
る
鹿
屋
市
商
店

街
連
合
会
の
出
陣
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
品
す
る
料
理「
カ
ン
パ
チ
de
リ
ゾ
ッ
ト
」は
、
市
漁
協

青
年
部
と
コ
ラ
ボ
で
考
案
。
カ
ン
パ
チ
、
ト
マ
ト
、
チ
ー

ズ
等
を
使
っ
た
創
作
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
８
つ
の
地
方
大
会
が
行
わ
れ
た
あ
と
、２
月
13
日
、

14
日
に
霧
島
市
で
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

カ
ン
パ
チ
料
理
で
優
勝
を
目
指
す

産　業

　
10
月
26
日
、
鹿
屋
市
保
育
会

会
長
な
ど
５
人
が
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
会
の
会
員
が
毎
年
11
月
の

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」に

あ
わ
せ
、
児
童
虐
待
問
題
に
社

会
的
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

児
童
虐
待
の
防
止
を
目
指
し
て

　
10
月
27
日
、
行
政
相
談
委
員

と
し
て
17
年
９
か
月
の
永
年
に

わ
た
る
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
行
政
相
談
委

員
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
、
永
野
田
チ
カ
子
さ
ん（
串

良
町
有
里
）
が
市
役
所
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

表　敬

市
役
所
の「
や
し
の
木
」が
ス
ッ
キ
リ

　
10
月
23
日
、
市
役
所
駐
車
場

で
、
九
電
工
鹿
屋
営
業
所
を
は

じ
め
関
係
企
業
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
高
所
作
業
車
に
よ
る
ス
ム
ー

ズ
な
作
業
で
、
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
や
し
の
木
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

イベント

　
10
月
18
日
、
大
阪
市
で
平
成

27
年
度
関
西
串
良
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
関
西
圏
に
在
住
の

串
良
出
身
者
な
ど
約
80
人
が
出

席
し
、
ハ
ン
ヤ
踊
り
や
小
学
校

校
歌
の
斉
唱
な
ど
を
行
い
、
ふ

る
さ
と「
串
良
」へ
の
熱
い
思
い

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

「
関
西
串
良
会
」総
会

　
10
月
３
日
、
串
良
町
有
里
の

鹿
屋
市
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良

で
関
係
者
や
細
山
田
保
育
園
の

園
児
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
て

開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
温

州
み
か
ん
の
収
穫
は
11
月
上
旬

で
終
了
し
、
12
月
か
ら
は
ネ
ー

ブ
ル
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
が
開
園

「
関
西
吾
平
会
」設
立
20
周
年

　
10
月
25
日
、
大
阪
市
で
第
20

回
関
西
吾
平
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
関
西
在
住
の
吾
平
出
身
者

な
ど
約
１
３
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
出
席
者
は
20
年
の
歩
み

を
振
り
返
り
な
が
ら
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
、
節
目
を
迎
え
た
吾

平
会
と
故
郷
吾
平
町
の
更
な
る

発
展
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
第
３
回
鹿
屋
市
高

齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
が
市
役
所
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
認
知
症
の
人
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
時
に
、
早
期
に
対

応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
認
知

症
に
関
す
る
講
話
な
ど
が
行
わ
れ

た
後
、
参
加
者
が
認
知
症
役
の
徘

徊
者
を
捜
索
し
、
大
勢
で
取
り
囲

ま
な
い
、
優
し
く
声
を
か
け
る
と

い
っ
た
ル
ー
ル
を
意
識
し
な
が
ら

声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

ボランティア
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マイナンバーの
利用がはじまります

　社会保障・税・災害対策の分野のうち、法令で定められた事務で、
マイナンバーの利用を平成28年１月から開始します。
　暮らしの様々な手続きで、マイナンバーの記入が必要となります。
ここでは利用する４例を紹介します。

例
１

学
生

奨学金の申請書などに
記入

従
業
員

勤務先に提出する税関
係書類や健康保険の手
続き書類に記入

主
婦
、保
護
者

パート勤務先への提示
や児童手当の書類など
に記入

例
４

高
齢
者

介護や国民健康保険の
申請・手続きなどの書
類に記入

市役所で利用する主な事務

平成28年１月〜

◦ 住民基本台帳事務 ◦ 保育所の利用 ◦ 後期高齡者医療の給付や保険料
◦ 障害者手帳の交付 ◦ 生活保護の実施 ◦ 介護保険の支給や保険料
◦ 市営住宅の管理 ◦ 国民健康保険の給付や保険料 ◦ 障害者福祉サービスの支給
◦ 児童手当の支給 ◦ 母子保健指導等 ◦ ひとり親家庭医療費の助成
◦ 個人住民税や固定資産税、軽自動車税の賦

ふ
課
か

　 ◦ 地方税の徴収　 ◦ 被災者台帳の作成　など

国や県等で利用する主な事務
◦ 雇用保険等の資格取得　　◦ 医療保険等の保険料の徴収　　◦ 確定申告　など

各種手続きで

マイナンバーが

必要になるよ！

マイナンバーで
よりよい暮らしへ

　マイナンバーは、国や地方公共団体等が分散して管理している個人
情報をつなぐ役目を果たします。これにより、国や地方公共団体等に
おける情報連携が可能になり、様々なメリットがあるとされています。

行政手続きが、
正確でスムーズに

　各行政機関・市役所などで、
さまざまな情報の照会や入力作
業などの無駄が削減され、手続
きも、より正確になります。

2 公平・公正な
社会の実現

　所得の把握が容易になるた
め、正確性が向上し、適正・公
平な課税につながります。また、
年金などの未払いや不正受給の
問題が適正化されます。

3

※詳細について、それぞれの手続きの際に所管する機関の窓口にご確認ください。
※法令で定められた事務以外でマイナンバーの保管や収拾をすることはできません。

利便性の向上

　社会保障関係の各種申請（児
童手当や生活保護、国民健康保
険、介護保険など）で、添付す
る書類が減ります。

1

郵便局での預かり期間が過ぎた人は
市役所窓口（市民課・各総合支所市民生活課）で、約３か月間、通知カードを保管していますので保管期間内に
受け取ってください。また、来庁される際は、事前に電話連絡してください。

マイナンバー キャラクター
マイナちゃん

　マイナンバーとは、国民一人ひとりが持つことになる12桁の番号の
ことであり、原則、生まれてから死亡するまで番号は変わらず、社会保
障、税、災害対策の３分野で使用します。

 マイナンバーは、これから12月中旬頃までに世帯ごとに簡易書留で
郵送されますので、大切に保管してください。
　今回は、マイナンバー制度のこれからの流れや、利用などをお知らせ
します。

　　　　▪問市情報行政課（5階）　☎31-1135

マ イ ナ ン バ ー
が届きます

市民の皆さんに 12月中旬頃までに

◦�社会保障・税・災害対策の手続きで、マ　
イナンバーの利用を開始
◦�申請者に、個人番号カードを交付開始

国の行政機関の間で、
情報連携を開始

地方公共団体等も
含めた、情報連携
を開始

平成28年1月～ 平成29年1月～ 平成29年7月～

マイナンバー
制度の流れ

　マイナンバーは、原則、住民票の住所に簡易書留で
世帯ごとに通知します。届いたら、封筒の中身を確認
して、大切に保管しましょう。
　受け取る人が不在等の場合は、マイナンバー専用の
不在連絡票が入りますので、再配達又は郵便局の窓口
で受け取ってください。

　通知カードには、マイナンバー・住所・氏名・生年月
日・性別が記載されています。引っ越しなどで氏名・住
所等に変更があるときは、14日以内に市役所への届出
と通知カードの変更が必要です。

世帯ごとに簡易書留で通知します

簡易書留に同封されているもの
通知カード（マイナンバーが記載されています）
個人番号カード交付申請書（申請方法は14ページ参照）、
パンフレット、返信用封筒

通知カードの記載事項に変更があったら

※カードはイメージです

●本庁は臨時窓口を開設します
　 通知カードの受け取りのために業務時間の延長、土日

祝の開庁を行います。
　日時／12月19日(土)～27日(日)
　　　　土日祝／  8：30～17：00
　　　　平　日／17：00～19：00
　場所／市役所１階 市民課

問本庁市民課（1階）　　　		☎31-1184	 輝北総合支所市民生活課　☎099-486-1111
　串良総合支所市民生活課　☎63-3112	 吾平総合支所市民生活課　☎58-7231

留意事項
◦ 輝北、吾平、串良町在住の人は各総合支所での受け取

りとなります。本庁の臨時窓口での受け取りを希望さ
れる人は、必ず事前にご連絡ください。

◦  受け取りの際は、本人確認のできる物（運転免許証、
旅券等）が必要となります。

み  ほ
  ん

み  ほ
  ん例

２
例
３
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マイナンバーを安心・安全にご利用いただくために、様々な保護措置が講じられています。
◦マイナンバーを記入した申請書などを市が受け取る際には、本人確認を行います。
◦個人番号カードを紛失した場合、コールセンターへ電話をかけることで、利用の一時停止措置が行われます。

マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0
マ

1
イ

7
ナ ン

8
バ ー

（無料）
9：30〜17：30（年末・年始を除く。平日は22：00まで対応）

※  一部IP電話等で左記ダイヤルにつながらない場合（有料）
◦マイナンバー制度に関すること

☎ 050-3816-9405
◦「通知カード」「個人番号カード」に関すること

☎ 050-3818-1250

マイナンバーに関することで、国や地方自
治体などから、口座番号や暗証番号、所

得、家族構成、保険の情報等を聞いたり、お
金やクレジットカードの提出をお願いすること
はありません。
　また、ＡＴＭの操作をお願いすることも一切
ありません。

◦ 法令に定めるものを除き、マイナンバーを含む個人情報を収集したり、保管したりすることは禁止されています。
◦ 第三者機関（特定個人情報保護委員会）により、マイナンバーが適切に管理されているかの監視・監督が行われます。
◦法律に違反した場合の罰則が強化されています。
◦ 平成29年１月（予定）からは「マイナポータル」により、自分のマイナンバー情

報のやり取りの記録（いつ、誰が、何の目的で）を確認できるようになります。

◦ 個人情報は１か所に集めて管理しません。これまで通り、国や県、市町村等
がそれぞれ分散して管理します。

◦ 国や県、市町村等の間で個人情報のやり取りをする時は、マイナンバーを直
接は使用しません。また、通信を暗号化して情報漏れを防ぎます。

◦ マイナンバーを取り扱うシステムにアクセスできる人を制限・管理します。

制	

度	

面

シ
ス
テ
ム	

面

マイナンバーの安全管理対
応の困難さなどを過度に

誇張した商品販売や不正な勧
誘などには十分注意してくださ
い。

不審な事がありましたら、
マイナンバー総合フリー

ダイヤルや市消費生活センター
（☎31-1169）、鹿屋警察署（☎
44-0110）まで、ご相談ください。

マイナンバーに関連するメールが送られて
きた場合、自分の勤務先など送付元が明

らかなものを除いて、安易に開かないようにし
てください。

セキュリティ対策

×

個人番号カードの申請手続き
通知カードと

個人番号カードの違い

　通知カードは、住民票のある人全員に配布
される紙製のカードです。これに対して個人
番号カードは希望者に交付するプラスチッ
ク製のカードです。顔写真があるため、１枚
でマイナンバーと身元の証明ができます（初
回無料ですが、紛失などでの再交付は有料）。

◀
個
人
番
号
カ
ー
ド（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）

個人番号カードを取得するには、通知カード受け取り後、申請が必要です。

個人番号カードの申請書は、12月中旬頃までに簡易
書留で届く通知カードの封筒に同封されています。
※�申請書は通知カードと一体になっているので切り離してご使
用ください。

申請書を確認1

申請書に必要事項を記入のうえ、
顔

●

写
●

真
●

を貼り、返信用封筒に入れて
ポストへ

申請書を送付2

平成28年1月以降、カードの作成が終わった人か
ら順次、市よりカード交付や交付場所の通知を郵
送します。交付の時は、本人確認と暗証番号の設
定を行います。
※有効期間は10年間（20歳未満は5年間）です。

個人番号カードの交付の通知3

氏名、住所、生年月日、
性別、本人写真

表面

マイナンバー等が記載、
ICチップ搭載

裏面

顔写真のチェックポイント

◦顔が横向きのもの
◦無背景でないもの
◦ 正常時の表情と著しく異

なるもの
◦背景に影があるもの
◦ ピンボケや手振れで不鮮

明なもの
◦ 帽子、サングラスをかけ

人物を特定できないもの

悪い例

通知カード、個人番号カードに関すること（市民課 １階）   ☎31-1184
その他マイナンバー制度に関すること（情報行政課 ５階）　☎31-1135　市役所の窓口

○

※義務ではありません

便乗した詐欺にご注意ください
マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得に関する電話、メール、

手紙、訪問等に関する情報が全国で寄せられています。ご注意ください。

個人番号カードの申請方法

サイズ
（縦4.5cm×横3.5cm）
◦最近6か月以内に撮影
◦正面、無帽、無背景のもの
◦ 裏面に、氏名、生年月日

を記入

　個人番号カードはスマホやデジカメで顔写真を撮影し、インターネットでも申請できます。詳しくは、通知カードの封筒に同封されているパンフレットをご覧ください。

スマホやデジカメで撮影して、インターネットでも申請できます

15  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  14



　鹿屋産の煎茶にかのやばら
園の無農薬のバラをブレンド。
バラの豊かな香りが口いっぱ
いに広がります。パッケージ
は畳をイメージし、「和」の雰囲
気を感じられる洗練されたデ
ザインを採用しており、オシャ
レなお土産として性別、年代
を問わず人気の商品。

◆参考価格
　300円（2ｇ×3パック入）
◆主な販売店　
　 自社店頭、かのやばら園売店、

リナシティかのや観光物産情
報センター　など

問 ㈲お茶の緑峰園（寿2丁目）
　☎42-3465

最優秀賞＆
新商品の部 優秀賞

おとなの香り茶

ナンバー１が決定
大隅「食のおみやげ」

　自社で生産した糖度
の高い「かのや紅はる
か」の焼き芋を皮ごと
プレスしてせんべいに
加工。芋本来の自然な
甘さが特徴の自然食品
で、アレルギー源とな
る物質を使用していな
いため、子どものおや
つにもオススメです。

菓子の部＆新商品の部
優秀賞 パリパリ焼き芋

　ノンカフェインで
食物繊維たっぷりの
コーヒー風味飲料。
子どもからお年寄りま
で、また妊娠中の人
にもおススメの優し
い味わいが特徴です。
手軽に飲んでいただ
けるようにティーバッ
グを採用しました。

飲料の部
優秀賞

玄米珈
コー

琲
ヒー

粗挽き
ティーバッグタイプ

奨励賞
鹿屋ふろらんたん

奨励賞
黒豚軟骨焼酎煮込みレトルト

その他、加工品の部・新商品の部で「食
しょくらくさいしゅ

楽彩酒、○
マルガリータ

我利多」（錦江町）、調味料の部で「児玉醸造㈲」（東串良町）が優秀賞を獲得しています。

　この商品は「ばらのまちかのや」
をＰＲしたいという思いから開発
しました。以前の商品はリーフ茶
でしたが、若い人にも楽しんでも
らえるように、ティーバッグを採
用しています。 
　また、お茶にバラの花びらを浮
かべ、見た目にも楽しんでいただ
けるようにティーバッグとは別に
バラの花びらを添えました。
　ぜひ一度味わってみてください。

㈲お茶の緑峰園　西 晃平さん

	　丁寧に手作業でとった「かのや
カンパチ」の骨身に、地元産のショ
ウガと手作りのすり味噌を合わせ
た逸品。ご飯のおともにどうぞ。

◆参考価格　648円（130g ）
◆主な販売店　
　 みなと市場、リナシティかのや

観光物産情報センター　など

問B
バ ド ン ナ

ADONNA（新川町）
　☎43-4789

奨励賞
カンパチ味噌

◆参考価格　
 540円（5g×6個入）、
 1,080円（5g×15個入）

◆主な販売店　
　 かのやばら園売店、鹿屋市

観光物産総合センター、リ
ナシティかのや観光物産情
報センター　など

問西尾製茶（東原町）
　☎43-9719

◆参考価格　
　1,188円（５枚入り）

◆主な販売店　
　 自社店頭、かのやばら園

売店、輝北キラキラ館、
インターネット　など

問㈲南橋商事（野里町）
　☎40-4851

　10 月７日、鹿屋商工会議所で第２回大隅「食のおみやげ」審査会が開
催されました。この審査会は、県内外に大隅の魅力ある食のお土産品の認
知度を高めることを目的に行われたもので、認定商品は今後、県内外のイ
ベントでの PR などが行われます。今回は出品された大隅半島４市５町の
44 事業所 80 品のうち鹿屋市から上位入賞した６品について紹介します。

問市商工観光課（2階）　☎ 31-1121

　最中の皮を使い、鹿屋産落花生
「郷

さ と の か

の香」をキャラメルと混ぜ合わ
せ焼き上げたお菓子。サクッと軽
い食感でティータイムを彩ります。

◆参考価格　486円（5枚入り）
◆主な販売店　
　 自社店頭、鹿屋市観光物産総合

センター、インターネット　など
問和洋菓子	誠花堂（寿5丁目）
　☎43-8175

　県内産の黒豚軟骨を、鹿屋産の
焼酎を使いトロトロに煮込み、家
庭でも温めてすぐ食べられるよう
にレトルト加工しています。

◆参考価格　500円（150g ）
◆主な販売店　
　 かのやばら園ローズダイナー、鹿

屋市観光物産総合センター　など
問㈲善STYLE（浜田町）
　☎41-8732
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数
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
逆
に
十
分

な
エ
サ
を
確
保
で
き
な
い
と
、
頭
数

は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
捕
獲
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
も
被
害
が
減
少
し
な
い
の
は
、

エ
サ
が
確
保
し
や
す
い
状
況
で
あ
る

こ
と
が
主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
て
も
困
ら

な
い
作
物
の
残ざ
ん

渣さ

や
休
耕
地
の
２
番

穂
な
ど
を
無
意
識
の
う
ち
に
供
給
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
野
生
鳥
獣
の
生
態
や

行
動
の
特
性
を
正
し
く
理
解
し
、
里

地
・
里
山
を
エ
サ
場
と
さ
れ
な
い
よ

う
、
ま
た
、
容
易
に
侵
入
で
き
な
い

よ
う
な
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

  

集
落
ぐ
る
み
で 

　
　
　

  

鳥
獣
の
餌
付
け 

　
　
　

  

を
や
め
る
！

　

農
作
物
以
外
で
も
、
身
の
周
り
の

思
わ
ぬ
物（
残
渣
、
草
な
ど
）
が
鳥

獣
を
引
き
寄
せ
る
エ
サ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
場
所
を
こ
こ
が
エ

サ
場
だ
と
学
習
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

田
畑
や
家
の
周
り
の
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、耕
作
放
棄
地
や
休
耕
地
は
、

鳥
獣
が
身
を
潜
め
る
格
好
の
隠
れ
場

集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
を
寄
せ
付
け

な
い
取
り
組
み
を
実
践
し
よ
う
！

　市内の中山間地を中心にサル、イノシシなどの野生鳥獣による農
作物や植林への被害が発生しています。市では、被害の拡大防止
のため、侵入防止や有害鳥獣の捕獲などの取り組みを進めています。
　鳥獣被害の対策のためには集落ぐるみでの取り組みが必要不可
欠です。今回は、被害の現状と対策の取り組みについてお知らせ
します。

問市農林水産課（2階）　☎ 31-1117

鳥獣被害から
   暮らしを守る

　

近
年
、
農
村
・
山
村
に
お
い
て
は
、

過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
や
里
山
の
荒
廃

化
な
ど
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
は
、
野
生
鳥
獣

の
新
た
な
す
み
か
と
な
り
、
農
作
物

の
被
害
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
現
象

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の
理
由
に

よ
り
中
山
間
地
域
や
海
岸
線
の
集
落

に
お
い
て
、
農
作
物
の
被
害
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
被
害
を
も
た
ら
す
野
生
鳥
獣

は
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
で
あ
り
、
近

年
は
サ
ル
が
市
街
地
に
も
出
没
す
る

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
・
カ
ラ
ス
・
ヒ

ヨ
ド
リ
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
26

年
度
に
実
施
し
た
集
落
へ
の
被
害

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
被
害
額
は

９
４
２
万
５
千
円
で
す
が
、
報
告
の

無
い
被
害
や
家
庭
菜
園
へ
の
被
害
を

含
め
る
と
、
そ
れ
以
上
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

被
害
防
止
対
策
の
３
つ
の
柱

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
十
分
な
エ
サ
が

得
ら
れ
る
と
栄
養
状
態
が
良
く
な

り
、
初
産
の
年
齢
が
低
下
し
て
、
頭

所
と
な
り
ま
す
。
農
地
だ
け
で
な
く

周
辺
も
含
め
て
、
草
刈
り
な
ど
の
適

正
な
管
理
を
行
い
、
見
通
し
を
良
く

し
ま
し
ょ
う
。

● 

エ
サ
場（
放
任
果
樹
、
野
菜
く
ず
、
２

番
穂
、レ
ン
ゲ
な
ど
）を
放
置
し
な
い
。

● 

集
落
内
の
す
み
か
や
隠
れ
場
を
な

く
す
。

● 

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な
ど
を
使
っ
て
追

い
払
い
、
人
に
慣
れ
さ
せ
な
い
。

　
　
　

  

侵
入
を
防
止
す
る
！

　

身
近
に
あ
る
自
家
用
菜
園
も
含
め

て
、
農
地
を
守
る
の
に
効
果
が
高
い

の
が
電
気
柵
で
す
。
電
気
柵
は
安
価

で
設
置
が
簡
単
な
う
え
に
、
近
年
は

性
能
が
向
上
し
て
い
る
た
め
、
周
囲

1
，0
0
0
ｍ
を
超
え
る
広
い
農
地
で

あ
っ
て
も
、
一
つ
の
団
地
と
し
て
電
気

柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
人
へ
の
感

電
防
止
な
ど
、
安
全
へ
の
十
分
な
配

慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
電
気
柵
の

ほ
か
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど

の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
市
農
林
水
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

捕
獲
す
る
！

　

エ
サ
場
や
侵
入
防
止
の
対
策
を
し
て

も
被
害
が
減
ら
な
い
場
合
は
、
捕
獲
を

行
い
ま
す
。
市
で
は「
有
害
鳥
獣
捕
獲

事
業
」
に
基
づ
き
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
や

狩
猟
な
ど
を
鹿
屋
市
内
の
猟
友
会
へ
協

力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
の
皆

さ
ん
が
、
仕
事
の
合
間
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
最
近
は
全
国
の
流
れ
と
同
様

に
、
猟
友
会
員
の
高
齢
化
や
趣
味
の

変
化
に
よ
る
猟
友
会
員
の
減
少
が
、

本
市
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

猟
友
会
員
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
少

箱わなで捕獲したサル

point３

鳥獣被害対策
北方 進	専門員

エサが
少なく

なる冬
場が

寄せ付
けなく

させる

絶好の
チャン

スです
。

静岡県で電気柵による感電死亡事故が発生しました。
設置の際は、必ず専門家へ相談するようにしましょう。

漏電防止の
ため、草刈
を行う。

「危険」
を目立つ場
所に表示。

電気柵
　30ボルト以
上の電源から
供給するとき
は、電源装置
を使用し、危険
防止のために、
漏電遮断機を
設置すること。

point２

point１

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
集
落
に
お
い
て
鳥
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
自
衛
の
対
策
を
講
じ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

畑の収穫残渣

市 内には6つの猟友会があ
り、約220人のメンバー

が活動を行っています。
　猟友会では、近年、里山に
出没するようになり、農作物
等へ被害を及ぼしている、イ
ノシシ、サルなどの有害鳥獣
を捕獲して、生息数の調整に
協力しています。
　日頃は、市民の皆さんから

の依頼を受けて、会員に捕獲の指示出しを行ったり、
自らパトロールで各地を巡回しています。
　鹿屋市猟友会も高齢化が進み、会員も年々減少して
います。若い人には、1人でも多く狩猟免許を取得して
欲しいと思います。私も23歳に取得してから68年。気
合は今でも十分です。体力の続く限り頑張ります。

猟友会歴68年！

天 神町内会では、集落ぐ
るみによる鳥獣被害対

策に取り組んでいます。
　具体的には、専門講師によ
る研修会のほか、町内会で話
し合って、昨年、試験的に一
部の畑に柵を設置、併せて集
落内のやぶ払い、庭先の放
任果樹の撤去などを継続的に
集落へ呼びかけました。当初、

半信半疑の方もいましたが、効果が確実にあり、成果
を見て賛同してくれるようになりました。
　被害の度に、動き回っていたことを考えれば、管理・
運営を町内の各地区で分担して行っているので、鳥獣
被害に関する私の手間も減っているのかもしれません。
　この活動の様子を他の町内会の方にも見ていただき、
今後の参考にして欲し
いと思います。今後の
目標は、活動を継続し
５年目には、鳥獣の被
害がほぼゼロなるとい
いですね。

地域は自分たちで守る

天神町内会では、本年度から集
落ぐるみで、鳥獣を寄せ付けな
い集落づくりのため、月1回程度、
講師を招き研修会を行っている。

天神町内会�会長

上薗 勝己 さん （64歳）

INTERVIEW

INTERVIEW

鹿屋市猟友会�会長

田尻 正彦 さん	（91歳）

南部猟友会の皆さん
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「
門
松
カ
ー
ド
募
金
」に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

◎	

内
容
＝
門
松
カ
ー
ド
の
販
売
益
金

に
よ
り
、
緑
化
の
普
及
啓
発
活
動

推
進
や
地
域
の
緑
化
に
役
立
て
ら

れ
る
募
金

◎	

価
格
＝
20
円（
2
枚
１
組
）

◎	

申
込
方
法
＝
町
内
会
を
通
じ
て
申

し
込
む
か
、
直
接
申
込

◎	

申
込
期
限
＝
12
月
18
日（
金
）

問	

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
市
農
林
水
産
課
内
・
２
階
）

　

☎
31ｰ

１
１
１
７

　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

「
か
の
や
ブ
ラ
ン
ド
」の 

認
証
品
を
募
集

◎	

内
容
＝
地
域
資
源
の「
ば
ら
」
を

活
用
し
た
魅
力
的
な
商
品
を
募
集

◎	

認
証
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

○	

か
の
や
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
や

市
が
認
証
品
を
Ｐ
Ｒ

○	

か
の
や
ば
ら
園
の
売
店
等
で
の
商

品
販
売

◎	

主
な
認
証
基
準
＝
鹿
屋
屋
市
ら
し

さ（
「
ば
ら
」
と
の
関
連
性
）
が
あ

る
こ
と

※	

商
品
の
製
造
・
販
売
等
に
お
い
て

「
ば
ら
」
や「
か
の
や
ば
ら
園
」
等

と
の
関
係
が
あ
る
も
の
か
、
商
品

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

「
は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
in
か
の
や
」の

観
覧
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
五
輪

メ
ダ
リ
ス
ト
や
全
日
本
代
表
経
験

者
な
ど
12
人
と
地
元
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
よ
る
フ
レ

ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
抽
選
会　

な
ど

◎	

日
時
＝
12
月
20
日（
日
）　

12
時

20
分
～
15
時

◎
場
所
＝
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

◎
入
場
料
＝
無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要

◎	

整
理
券
配
布
場
所
＝
串
良
平
和
ア

リ
ー
ナ
、市
体
育
館
、市
民
ス
ポ
ー

ツ
課
、
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課

問�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
5
階
）

　

☎
31ｰ

１
１
３
９

木
造
住
宅
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
工
事
費
を
助
成

し
ま
す

◎	

内
容
＝
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
助

成

◎
対
象
要
件

○�

木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住

宅
○	

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅

○
現
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◎
助
成
額

○	

耐
震
診
断
＝
補
助
対
象
経
費
額
の

３
分
の
２
、
又
は
６
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
方
の
額

○�

耐
震
改
修
工
事
＝
耐
震
改
修
工
事

費
総
額
に
１
０
０
分
の
23
を
乗
じ

た
額
、
又
は
30
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
方
の
額

◎
申
請
方
法
＝
直
接

◎
申
請
期
限
＝
12
月
25
日（
金
）

問	

市
建
築
住
宅
課（
４
階
）　

　

☎	

31ｰ

１
１
２
９

「
鹿
屋
市
健
康
づ
く
り
条
例

（
案
）」へ
の
意
見
を
募
集

◎	

内
容
＝
市
民
・
市
・
地
域
団
体
・

学
校
・
事
業
者
等
の
連
携
に
よ
る

健
康
づ
く
り
の
基
本
的
な
理
念

を
定
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

明
る
く
活
力
の
あ
る
市
民
生
活
の

実
現
を
目
的
と
し
た「
鹿
屋
市
健

康
づ
く
り
条
例（
案
）」
へ
の
意
見

の
募
集

◎	

閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
情
報
公

の
形
状
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が「
ば
ら
」

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の

※	

こ
の
ほ
か
、
産
地
、
品
質
、
価
格
、

生
産
履
歴
等
も
審
査
対
象

◎	

審
査
方
法
＝
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
市
外
の
専
門

家
を
含
め
た
審
査
員
が
審
査

◎	

応
募
方
法
＝
か
の
や
フ
ァ
ン
倶

楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.kanoya.in/

）
か
ら
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
か
の
や
ブ

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
へ
メ
ー
ル
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ	

※	

申
請
書
は
か
の
や
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
事
務
局
で
も
配
布

◎
応
募
期
限
＝
12
月
25
日（
金
）

問	

か
の
や
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事

務
局（
市
産
業
振
興
課
内
・
市
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

　

☎
40ｰ

７
８
９
０

　

℻	

44ｰ

０
２
２
２

　

sangyou@
e-kanoya.net

募
集
・
申
請

☎

開
室
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

◎	

提
出
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
提
出
用

紙
を
直
接
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎	

提
出
期
間
＝
11
月
24
日（
火
）
～

12
月
25
日（
金
）

問	

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
０
７

　

鹿
屋
市
北
田
町
11ｰ

６

　

☎
41ｰ

２
１
１
０

　

℻	

41ｰ

２
１
１
７

　

kenkou@
e-kanoya.net

「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
参
加

者
を
募
集

◎	

内
容
＝
平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

ま
で
の「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
中
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
人
に
対
し
て

行
う
抽
選
イ
ベ
ン
ト

◎	

当
選
賞
品
＝
鹿
児
島
・
上
海
間
往

復
航
空
券
な
ど
70
本

◎	

応
募
対
象
者
＝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
市
町
村
窓
口
を
含
む
県
内

の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー

ト
を
取
得
し
た
人

◎	

応
募
方
法
＝
県
内
パ
ス
ポ
ー
ト
窓

口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
パ
ス

ポ
ー
ト
受
領
時
に
窓
口
へ
応
募

問
県
国
際
交
流
課

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
３
０
３

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
の
平
成
28
年
度
入
校
生

を
募
集

◎	

募
集
学
科
＝
電
気
設
備
科

◎
定
員
＝
20
人

◎
訓
練
期
間
＝
２
年

◎	

受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
者（
見
込

み
を
含
む
）
又
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◎
試
験
日

○
Ｂ
日
程
＝
12
月
11
日（
金
）

○			

Ｃ
日
程
＝
平
成
28
年
１
月
29
日

　
（
金
）

◎	

試
験
会
場
＝
鹿
屋
高
等
技
術
専
門

校
◎	

試
験
科
目
＝
総
合
問
題
の
筆
記
試

験
及
び
面
接

◎	

申
込
方
法
＝
写
真
を
貼
付
し
た
入

学
願
書
、
学
校
調
査
書
、
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
の
写
真
１
枚（
受
験
票

用
）、
２
，
２
０
０
分
円
の
県
収

入
証
紙
を
直
接
又
は
郵
送

※	

入
学
願
書
は
、
鹿
屋
高
等
技
術
専

門
校
、
市
内
各
高
校
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
の
や
等
に
置
い
て
あ
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎	

願
書
受
付
期
限

○
Ｂ
日
程
＝
12
月
４
日（
金
）

○	

Ｃ
日
程
＝
平
成
28
年
１
月
15
日

　
（
金
）

問
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
３
２

　

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

　

☎
44ｰ

８
６
７
４

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談

会
の
参
加
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
弁
護
士
及
び
司
法
書
士
の

面
談
に
よ
る
法
律
相
談
会

◎	

日
時
＝
12
月
10
日（
木
）　

13
時

～
16
時

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

福
祉
プ
ラ
ザ

◎	

対
象
者
＝
借
金
や
多
重
債
務
に
悩

ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族　

な
ど

◎
相
談
料
＝
無
料

◎
申
込
方
法
＝
電
話

※	

原
則
予
約
制
。
た
だ
し
当
日
受
付

も
可
能

問�

県
消
費
者
行
政
推
進
室

　

	

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
５
３
３

市勤労者交流センター　冬☆特集講座生を募集

◎対象者＝市内在住又は市内に勤務する社会人
※№９の子どもは小学生以上で、祖父母の参加も可能
◎受講料＝無料（材料費が別途必要）
※当日のキャンセルの場合も材料費は負担
◎応募方法
直接来館又は電話で応募するか、氏名・	ふりがな・
性別・年齢・住所・電話番号・託児の有無・子どもの
名前と生年月日・希望講座名を記入しメール又はFAX
※窓口の受付時間は平日の8:30～17:00
◎応募期限＝11月27日（金）

問市勤労者交流センター　☎・℻ 44-9088　
　kinrokoryu@zenkei.jp

◎その他　　
○１歳半以上の未就学児は託児可能
○申込多数の場合は抽選となり、決定者のみ連絡
○定員に満たない場合は、開講できない場合有り

※写真はイメージ

№ 講座名 日時 定員 内　　　　　容 持ってくるもの 材料費

1 手作り中華まん（朝）  12月  8日（火）
 10:00～12:00 16人 生地から作る手軽で簡単な肉ま

ん・あんまん作り
エプロン、三角巾、
持ち帰り容器     500円

2 手作り中華まん（夜）  12月  9日（水）
 19:00～21:00 16人 生地から作る手軽で簡単な肉ま

ん・あんまん作り
エプロン、三角巾、
持ち帰り容器     500円

3 カービングで正月飾り作り  12月10日（木）
 10:00～12:00 10人 お正月料理に彩りを添える野菜

の飾り切り エプロン、三角巾     600円

4 お正月料理  12月11日（金）
   9:30～12:30 16人 お正月のおもてなし料理 エプロン、三角巾、

持ち帰り容器  2,000円

5 老後のためのマネープラン  12月15日（火）
 10:00～12:00 15人 セカンドライフを楽しむための

マネープラン 筆記用具     200円

6 そば作り（朝）  12月17日（木）
 10:00～12:00 16人 そば打ち エプロン、三角巾     600円

7 そば作り（夜）  12月17日（木）
 19:00～21:00 16人 そば打ち エプロン、三角巾     600円

8 盆栽で正月飾り作り  12月22日（火）
 10:00～12:00 15人 緑コケと白い石を敷き、松・南天・

葉ぼたん等を植え付けた鉢飾り エプロン、三角巾 1,500円

9 親子でパン作り
ツリーを作ろう♪

 12月25日（金） 
 10:00～12:00 8組 ちぎりパンで作るクリスマスツ

リー エプロン、三角巾 1,000円

▲ ５月に開催された認証書授与式

報掲示板情K a n o y a  I n f o r m a t i o n
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手
作
り
食
品
加
工
講
座
の

受
講
生
を
募
集

◎
内
容
等

※	

№
２
・
４
は
、
２
日
間
と
も
参
加

が
必
要

※	

子
ど
も
の
参
加
は
不
可
。
た
だ
し
、

№
１
の
み
事
前
申
込
で
１
歳
半
以

上
の
未
就
学
児
の
託
児
可
能

◎
定
員
＝
各
講
座
10
人
程
度

※�

初
め
て
の
参
加
者
を
優
先
し
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◎
受
講
料
＝
無
料

※	

別
途
材
料
費
・
保
険
料
１
，
０
０

０
円
程
度
が
必
要

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
の
助
成
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
で
は
、
が
け
下
等
の
危
険
区
域

に
建
つ
住
宅
の
移
転
促
進
の
た
め
、

住
宅
の
解
体
・
除
去
等
に
要
す
る
経

費
や
新
た
に
建
設
・
購
入
す
る
住
宅

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
募
集
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
来
年
度
に
向
け
て
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問	

市
建
築
住
宅
課（
４
階
）　

☎	

31ｰ

１
１
２
９

串
良
さ
く
ら
温
泉
が
臨
時

休
館
し
ま
す

　

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施
設

点
検
に
よ
り
、
串
良
さ
く
ら
温
泉
を

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

◎
臨
時
休
館
日
＝
11
月
22
日（
日
）

問	

串
良
さ
く
ら
温
泉

　

☎
31ｰ

４
４
２
６

悩
み
相
談
は「
よ
り
そ
い

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、

家
庭
や
仕
事
、
病
気
、
障
害
、
性
暴

力
、
外
国
籍
な
ど
様
々
な
問
題
に
悩

む
人
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
解
決
方

法
を
探
る
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
話
料
無
料
で
24
時
間
年
中
無
休
で

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
相
談

は
専
門
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０ｰ

２
７
９ｰ

３
３
８

登
記
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す

　

法
務
局
で
は
登
記
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
の
際
は
事
前
に
予
約

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎	

相
談
日
＝
祝
日
を
除
く
月
・
水
・

金
曜
日

◎
相
談
時
間
＝
９
時
～
16
時

問
鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　

☎
43ｰ

６
８
７
１

「
民
族
館
か
ら
サ
ン
タ
に 

お
手
紙
を
送
ろ
う
」

◎	

内
容
＝
市
民
族
館
に
あ
る
専
用
の

ポ
ス
ト
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

送
る
と
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
る
イ
ベ
ン
ト

◎	

期
間
＝
11
月
15
日（
日
）
～
12
月

13
日（
日
）

◎
場
所
＝
市
民
族
館

◎
当
選
者
数
＝
１
０
０
人

◎	

賞
品
＝
市
民
族
館
特
製
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
市
民
族
館
無
料
体
験

チ
ケ
ッ
ト

◎	

お
届
け
日
＝
12
月
24
日（
木
）

問�

市
民
族
館　

☎
45ｰ

２
８
７
２

第
37
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り

歩
行
者
天
国

◎	

内
容

○	

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
‐
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

リ
○
北
田
新
酒
祭
り

○
高
校
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○	

ふ
わ
ふ
わ
迷
路

○	

バ
ン
ド
、ダ
ン
ス
、フ
リ
マ
ー
ケ
ッ

ト　

な
ど

◎	

日
時
＝
11
月
22
日（
日
）

○
昼
の
部
＝
10
時
～
16
時

○
夜
の
部
＝
16
時
～
21
時

◎	

場
所
＝
中
央
地
区
商
店
街

◎	

交
通
規
制
＝
９
時
30
分
～
21
時
30

分
問	

鹿
屋
市
歩
行
者
天
国
連
絡
協
議
会

事
務
局　

☎
42ｰ

３
１
３
５

「
第
16
回
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ご
し
ま
」

◎	

内
容
＝
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
の
依
存
症
に
つ
い
て

の
講
演
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
、

依
存
症
経
験
者
や
そ
の
家
族
の
体

験
発
表

◎	

講
師
＝
竹
之
内	

薫	

氏（
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◎	

日
時
＝
11
月
29
日（
日
）　

10
時

～
15
時
30
分

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
2
階　

情
報
研
修
室

◎
参
加
料
＝
５
０
０
円（
資
料
代
）

問�

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
ネ
ッ
ト
か
ご
し
ま

☎
０
９
９ｰ

２
１
８ｰ

４
７
５
５

犬
・
猫
譲
渡
会 

「
里
親
探
し
」

◎	

内
容
＝
特
別
な
事
情
に
よ
り
飼
育

で
き
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
の
新
し

い
受
入
家
庭
を
見
つ
け
る
た
め
の

譲
渡
会

◎	

日
時
＝
12
月
６
日（
日
）　

11
時
～

15
時

◎	

場
所
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

駐
車
場（
ホ
テ
ル
し
ら
さ
ぎ
側
）

◎
参
加
料
＝
無
料

◎
譲
渡
成
立
料
＝
１
，
０
０
０
円

	

※	

避
妊
・
去
勢
を
し
て
い
な
い
犬
・

猫
の
場
合
、
自
己
負
担
と
し
て
手

術
代（
実
費
）
及
び
預
か
り
金
が

必
要

○
預
か
り
金

　

犬
＝
１
０
，
０
０
０
円

　

猫
＝
５
，
０
０
０
円

※
預
か
り
金
は
手
術
後
に
返
却

◎	

そ
の
他
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
も
募
集

問�

わ
ん
に
ゃ
ん
ネ
ッ
ト（
中
原
）

　

	

☎
０
８
０ｰ

６
４
３
４ｰ

０
５
７
０

か
の
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

第
14
回
定
期
演
奏
会

◎	

曲
目

○�「
ブ
ラ
ー
ム
ス 

交
響
曲
第
２
番
ニ

長
調
op. 

73
」

○�「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

協
奏
曲
イ
長
調
kv. 

622
」

○�「
ヘ
ン
デ
ル 

合
奏
協
奏
曲
第
10
番

ニ
短
調
op.
６
」

◎	

日
時
＝
12
月
６
日（
日
）　

14
時
～

◎	

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
入
場
料

○
大
人
＝
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下
＝
２
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

問�

か
の
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

☎
43ｰ

３
５
４
７

◎
受
講
時
間
＝
２
時
間
半
～
３
時
間

◎	

応
募
方
法
＝
直
接
来
館
又
は
電
話

で
応
募
す
る
か
、
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電

話
番
号
・
希
望
講
座
名
を
記
入
の

う
え
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
２
講
座
ま
で
応
募
可
能

◎	

応
募
期
限
＝
各
講
座
日
の
10
日
前

◎	

そ
の
他
＝
各
講
座
日
の
１
週
間
程

度
前
に
決
定
者
の
み
電
話
連
絡

※	

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講
し

な
い
場
合
有
り

問�
市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
℻	
43ｰ
９
２
９
２

	kanoken@
zenkei.jp

「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
の

参
加
者
を
募
集

◎
内
容
等

◎	

期
日
＝
12
月
13
日（
日
）

◎	

場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
市

民
族
館

◎	

応
募
方
法
＝
電
話
、
メ
ー
ル
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

◎	

そ
の
他
＝
託
児
が
必
要
な
人
は
、

12
月
４
日（
金
）
ま
で
に
申
込（
託

児
料
は
無
料
）　

問�

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
45ｰ

３
２
８
８

　

℻	

45ｰ

３
２
５
８

　

info@
kapic.jp

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申

請
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
支
給
対
象

者
へ
は
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人

の
た
め
に
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し

た
の
で
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
類
が
送
付
さ
れ
て

い
な
い
人
で
も
、
支
給
対
象
者
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎	

支
給
対
象
者
＝
平
成
27
年
度
分
の

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

（
非
課
税
者
）

※	

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

等
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
生
活
保

護
受
給
者
で
あ
る
場
合
は
対
象
外

◎	

支
給
額
＝
支
給
対
象
者
1
人
に
つ

き
６
，
０
０
０
円

※
１
回
限
り
の
支
給

◎	

申
請
方
法
＝
申
請
書
及
び
必
要
書

類
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

市
福
祉
政
策
課
又
は
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
に
直
接
申
請

◎	

申
請
期
限
＝
平
成
28
年
２
月
３
日

（
水
）

問	

市
福
祉
政
策
課
臨
時
福
祉
給
付
金

室（
６
階
）　

　

☎
43ｰ

２
１
１
１	

内
線
３
６
０
３

夜
間
・
休
日
の
納
税
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
平
日
の
開
庁
時
間
に
納

税
や
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

夜
間
及
び
休
日
の
納
付
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
病
気
、
事
業
の
休

廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎	

休
日
窓
口
＝
毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
の
８
時
30
分
～
17
時

※
12
月
の
み
第
１
・
第
３
日
曜
日

◎	

夜
間
窓
口
＝
毎
月
第
２
・
第
４
週

の
平
日
の
17
時
～
19
時（
水
曜
日

を
除
く
。）　

※	

12
月
の
み
第
１
・
第
２
週
の
平
日

（
水
曜
日
を
除
く
。）

問	

市
収
納
管
理
課（
１
階
⑬
番
窓
口
）　

☎	

31ｰ

１
１
５
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

◎	

助
成
対
象
者
＝
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○�

満
65
歳
以
上
の
人（
接
種
当
日
に

65
歳
に
達
し
て
い
る
こ
と
）

○�

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
・
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障

害
を
有
す
る
人
、
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能

に
障
害
を
有
す
る
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

◎	

助
成
期
限
＝
平
成
28
年
１
月
31
日

（
日
）

※
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く

◎
助
成
回
数
＝
１
回

◎
助
成
費
用
＝
２
，０
０
０
円

◎	

申
請
・
接
種
方
法
＝
事
前
に
医
療

機
関
に
接
種
日
時
を
電
話
等
で
予

約
し
、
年
齢
及
び
住
所
が
確
認
で

き
る
健
康
保
険
証
を
医
療
機
関
に

持
参

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
41ｰ

２
１
１
０

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

時間 イベント名 定員 参加料

 11:00
 ～17:00

 クイズラリー
 （プレゼント付き） 200人 無料

 13:00
 ～15:30  お菓子の家をつくろう   50人 500円

 14:00
 ～16:00

 南米のお菓子を楽しむ
 イベント「クリスマス・
 ド・ラティーノ」

  60人 500円

№ 期日 時間 内容 場所

1   12/  9（水）  13:30～ 甘酒 市農業研修センター

2   12/17（木）
  　  18（金）    9:00～ 蒸し羊かん はらいがわふれあいセンター

3     2/10（水）    9:00～ りんごジャム 向江食品加工実習センター

4     2/18（木）
        19（金）    8:30～ 製

せい

麹
さく

機
き

で作る味噌 特用林産物出荷加工センター

5     3/  9（水）  13:30～ りんごケーキ
バナナケーキ 花岡食品加工実習センター
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Health Care

ＣＯＰＤ（慢性閉
へい

塞
そく

性肺疾患）って何だろう

　ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）とは、たばこなどが原因

で肺の機能が徐々に低下する病気です。体を動かした時

に息切れしたり、風邪でもないのにせきやたんが続いた

りしますが、ありふれた症状のために見過ごしてしまい

がちです。

　しかし、進行すると日常生活を送るのも困難になり、

呼吸不全や心不全を起こす可能性のある命にかかわる病

気です。

　肺機能は健康な人でも20歳頃をピーク

に年齢と共に低下しますが、喫煙によりそ

の進行は早まり、ＣＯＰＤにかかると肺機

能は更に早く低下します。実際に患者の約90％は喫煙歴

のある人です。特に40歳以上で喫煙歴のある人は要注意

です。

◎主な症状
○階段の上り下りで息切れがする
○せきやたんが出る
○風邪が治りにくい
○呼吸の度にゼーゼー、ヒューヒューと音が鳴る（喘

ぜんめい

鳴）
問市保健相談センター　☎41ｰ2110

　　　

　ＣＯＰＤは呼吸器のみならず、骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

、糖
尿病など全身に影響を及ぼす重篤な疾患を併発
するリスクがあるため、国も認知度を高めるこ
とを目標に掲げ、予防・治療の啓発に力を入れて
います。ＣＯＰＤは肺の生活習慣病と言われて
います。特別なことをする必要はありませんが、
日常の生活習慣に気を付けることが大切です。
　なお、気になる症状がある人は、軽く考えずに、
早めに呼吸器専門医に相談し、
検査や治療を受けましょう。
早期の治療で進行を遅らせるこ
とができます。

気になる人は早めの検査を！

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス ☎ 43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

肝属東部医師会 診療時間	9:00 〜 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

11月15日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
岩重医院 東串良町川東 63-8514

22日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

29日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
岩重医院 東串良町川東 63-8514

12月  6日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

13日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

鹿屋市歯科医師会 診療時間	9:00 〜 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
11月15日 安楽歯科 寿 5 丁目 44-2220

22日 あおぞら歯科 西原 1 丁目 36-5688
23日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
29日 四元歯科医院 西原 1 丁目 42-2687

12月  6日 安代歯科医院 北田町 42-2936
13日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

◎テレホンガイドかのや　　　　    ☎ 42-4000
　週末の休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医11月・12月
鹿屋市医師会 診療時間	8:30 〜 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

11月15日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

22日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

   23日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 鮫島整形外科病院 寿 1 丁目 43-2535

29日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 小林クリニック 上谷町 41-0700

12月  6日
 中塩医院 西原 1 丁目 43-2489
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 西原クリニック 西原 1 丁目 43-4195

13日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

kanoya

市
民
のひ

ろ
ば

動
物
愛
護
の
特
集
を
読
ん
で
、
鹿
屋

保
健
所
管
内
に
お
い
て
も
年
間

２
０
０
匹
程
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
我
が
家
も

息
子
が
８
年
前
に
近
所
で
捨
て
ら
れ
て
い

た
ネ
コ
を
拾
っ
て
き
て
飼
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
家
族
の
一
員
と
な
り
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。不
幸
な
動
物
た
ち
が
増
え
な
い
よ
う
、

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
す
よ
ね
。（
み
ん
み
ん

さ
ん
・
52
歳
・
女
性
）

　

犬
・
猫
の
殺
処
分
は
、
近
年
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
１
年
で
約
２
０
０
匹
と
い

う
数
字
は
決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。
み
ん
み
ん
さ
ん
の
息
子
さ
ん

に
助
け
ら
れ
た
猫
は
幸
せ
で
す
ね
。
動
物

は
、
私
た
ち
の
生
活
を
色
ん
な
形
で
豊
か

に
し
て
く
れ
る
、
人
間
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
私
た
ち
は
、
ペ
ッ

ト
を
迎
え
正
し
く
飼
い
、
そ
し
て
見
送
る

こ
と
を
飼
う
前
も
飼
っ
て
か
ら
も
考
え
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

90
歳
の
お
ば
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
所
し
た
と
聞
き
面
会
に
行
き
ま

し
た
。
お
ば
と
立
っ
た
ま
ま
話
し
て
い
て
も

椅
子
も
持
っ
て
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や

お
茶
の
一
杯
も
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

面
会
の
方
が
来
ら
れ
た
ら
ま
ず
人
数
分
の
椅

子
と
お
茶
を
出
し
ま
す
。
帰
り
に
は
利
用
者

の
様
子
等
を
お
話
し
て
玄
関
ま
で
見
送
り
ま

す
。
面
倒
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。（
Ｏ
・
Ｍ
さ
ん
・
59
歳
・
女
性
）

　

Ｏ
・
Ｍ
さ
ん
は
嫌
な
思
い
を
さ
れ
た
の

で
す
ね
。
ど
こ
の
職
場
に
お
い
て
も
接
遇

は
大
切
な
も
の
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
気

遣
い
や
意
識
的
な
行
動
に
よ
っ
て
、
温
か

い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
不
安
感
を
取
り

除
け
た
り
で
き
る
も
の
で
す
。
日
々
の
対

応
を
振
り
返
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
か
の
や
は
毎
号
、
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
鹿
屋
へ
移
住

し
て
か
ら
ま
だ
ま
だ
浅
い
の
で
、
出
か
け

る
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
記
事
を

見
つ
け
て
は
足
を
運
ん
で
み
た
り
し
て
い

ま
す
。
市
の
事
、
住
ん
で
い
る
人
の
事
、

こ
れ
か
ら
も
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
ま
ぁ
ー
さ
ん
・
32
歳
・
女
性
）

　

ま
ぁ
ー
さ
ん
は
鹿
屋
市
に
移
住
さ
れ
て

間
も
な
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
も
イ
ベ
ン
ト
も
新
鮮
に
感
じ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
時
々
の
喜
び
や

疑
問
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り

が
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
広
報
か
の

や
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

故
郷
へ
の
想
い
を
地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト

に
！
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
真
剣
に
鹿
屋
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
な
ぁ
と･･･

。
鹿
屋
に
は
沢
山
い
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、も
っ
と
市
外
や
県
外
、

世
界
へ
発
信
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
カ
ン
パ
チ
、
バ
ラ
、
さ
つ

ま
芋
か
ら
で
す
か
ね
。
体
育
大
学
の
こ
と
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
で
す
ね
。（
ば
ら
ら

ち
ゃ
んcute

さ
ん
・
38
歳
・
女
性
）

　

現
在
、
国
を
挙
げ
て
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
地
方
が
自
ら

考
え
、
そ
し
て
責
任
を
持
っ
て
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
故
郷

を
離
れ
頑
張
っ
て
い
る
方
な
ど
、
み
ん
な

で
一
緒
に
鹿
屋
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

　

こ
の
ほ
か
、
複
数
の
お
ハ
ガ
キ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
お
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№237

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　広報広聴課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市広報広聴課

「市民のひろば」係
  ☎ 31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集
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　私たち、まるごみ大隅実行委員会は、地域の
ごみ拾いや東北復興支援、児童養護福祉施設の
支援を行うボランティア団体「まるごみ薩摩実行
委員会」の鹿屋支部として、平成22年に発足しま
した。誰でも気軽に参加できる身近なボランティ
ア活動を心掛け、毎月第2日曜日に午前10時から
1時間程度リナシティかのや周辺でごみ拾い活動
を行っています。ゴミ袋等の活動に必要な道具は
こちらで準備していますので、手ぶらでお気軽に
ご参加ください。
　活動報告や日程変更等は「思いやり活動まるご
み薩摩」のFacebookページにて掲載しています。
https://www.facebook.com/Marugomi
問まるごみ大隅実行委員会事務局　
　☎090-3736-2412

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
!!

C l o s e  U p

～いつもの街の貴重な記録～ 囲
い ろ り

炉裏
（昭和34年）

昔 懐かしい囲炉裏は、ガスの普及に伴って姿を消
し、現在の家庭ではほとんど見ることはありま

せん。囲炉裏の跡を掘りごたつとして利用したりした
という話も伝わっています。
　方言では「ゆるい」と呼ばれ、ほのぼのとした雰囲気
を感じることができます。囲炉裏は、暖を取るだけで
なく調理用や照明としても利用され、煙は家の害虫駆
除や耐久性を保つ役目をしました。囲炉裏には自然と
人が集まり、家族の絆も深まりました。

問市文化財センター　☎ 31-1167

No.7

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・商品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

応募〆切　12／10㊍

高千穂牧場カフェ・オ・レ
10本セット／３名様
南日本酪農協同株式会社	鹿屋工場
鹿屋市笠之原町1-67
大隅産の牛乳を使い、日本全国で販売さ
れ年間出荷数3,300万本を誇る大人気商品
「高千穂牧場カフェ・オ・レ10本セット」を
3名様にプレゼント

当選者の発表は、商品引換券の発送を
もって代えさせていただきます。

Present

　
「
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
た
い
」
と
、

15
歳
で
鹿
屋
を
出
て
、
し
ば
ら
く
は
福

岡
市
で
飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
、
マ
ジ
シ
ャ
ン

を
し
て
い
る
お
客
さ
ん
と
出
会
い
、
そ

の
人
か
ら
、
の
ち
に
師
匠
と
な
る
マ
ジ

シ
ャ
ン
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
世
界

に
飛
び
込
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

師
匠
は
、
現
在
も
九
州
を
拠
点
に
全

国
各
地
で
活
動
し
て
い
る「
菊
地
マ
ジ
ッ

ク
」
の
主
宰
・
ジ
ミ
ー
菊
地
。
そ
の
師
匠

か
ら「
君
、
マ
ジ
ッ
ク
や
ら
な
い
か
」
と

思
い
が
け
ず
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
す
。

当
時
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
気
前
の
良
さ

と
男
気
を
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
で
見
て
い

た
私
は
、
迷
う
こ
と
な
く
門
を
た
た
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
表
の
華
や
か
な
シ
ョ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
と
は
裏
腹
に
、
下
積
み
生
活
は

大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
公
演
の
無

い
日
は
、
練
習
と
道
具
製
作
の
繰
り
返

し
で
、
朝
か
ら
翌
日
の
明
け
方
ま
で
か

か
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
、

生
活
の
苦
し
さ
よ
り
、
マ
ジ
ッ
ク
を
少
し

で
も
多
く
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
の
ほ
う
が

大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

結
局
、
弟
子
と
し
て
最
も
長
く
事
務

所
に
在
籍
し
た
こ
と
か
ら
、
事
務
所
の

様
々
な
こ
と
を
任
せ
て
も
ら
う
ま
で
に

な
り
ま
し
た
し
、
ピ
エ
ロ
や
大
道
芸
、

少
人
数
の
観
客
に
対
し
て
至
近
距
離
で

マ
ジ
ッ
ク
を
行
う「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
マ

ジ
ッ
ク
」
な
ど
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
で
実

績
を
積
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
、
27
歳
の
時
、
長
女
が
１

歳
半
に
な
る
の
を
機
に
帰
郷
し
、「
マ
ジ
ッ

ク
暴ぼ

う

威い

」
と
い
う
事
務
所
を
設
立
。
現

在
、
遠
く
は
北
海
道
な
ど
全
国
各
地
で

公
演
し
て
い
ま
す
。
主
な
マ
ジ
ッ
ク
は
、

人
が
入
っ
て
い
る
箱
に
ナ
イ
フ
を
刺
し
た

り
、
人
が
瞬
時
に
入
れ
替
わ
っ
た
り
す

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と

「
変へ

ん
め
ん面
」。

　
「
変
面
」
は
私
が
最
も
得
意
と
す
る
も

の
で
、
瞬
時
に
様
々
な
仮
面
に
変
わ
る

と
い
う
中
国
の
伝
統
芸
能
。
日
本
で
演

技
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
市
民
講
座
や
小
学

生
を
対
象
に
し
た
講
座
で
講
師
と
な
る

機
会
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

夢
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
の
シ
ョ
ー
。
い
つ

か
あ
の
舞
台
を
踏
ん
で
み
た
い
で
す
ね
。

今
は
こ
う
し
て
鹿
屋
を
拠
点
に
市
内
外

問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
簡
単
な
道
の
り
で
な
か
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
誰

し
も
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

ど
ん
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
一
生
懸
命
に

取
り
組
め
ば
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
人
間
が
い
て
、

こ
ん
な
職
業
が
あ
る･･･

。
今
後
も
、

私
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
、
何
か
少
し
で

も
感
じ
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ショーでは、同じく「菊地マジッ
ク」で活動していた福島県出身の妻
N

の ぞ み

OZOMIさんと共に舞台に立つ。
ショーに使う道具を車に積み込み、
全国各地へ出掛ける。現在、アシ
スタントを募集中。

明
日
へ
の

扉
No.11

昭和56年鹿屋市生まれ。平成９年、15歳で福
岡市に移り、翌年、16歳の時に同市のマジシャ
ンに弟子入り。平成21年に帰郷・独立し、現在、
プロマジシャンとして、年間約100本の公演
をこなす。妻と１男２女の５人家族（33歳）

C
チ ュ ウ タ

HUTA さん

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
が

驚
き
と
喜
び
と
感
動
に
変
わ
る

Chuta
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写真の
思い出づくりのお手伝い

フジフィルム化粧品「アスタリフト」取扱店

寿店／鹿屋市寿２丁目２番２-１号
　　（寿町バス停前）�駐車場有

営業
時間

平　日／AM8:30～PM7:30
日祝日／AM9:00～PM7:00

☎0994-41-3885

早割
12月10日まで

印刷年賀も多数取り揃えています宛名印刷致します

写真入り
年賀状
受付中!!

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町14042－8

葬儀相談係  池田 成利
☎0994-44-4440

詳しくはWebで‼

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合わせください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

194,000円家族葬も
一般葬も プランのみ

98,000円まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみでまごころをもって送る葬儀です。）

～そんな地域になりますように　　～
地域の皆様が
会員です！

電話：0994-45-7300

子ども相談・支援ルーム
 つながり

〒893-0064 鹿屋市西原 2 丁目 33 番 12 号１Ｆ
 

Mail;info@tunagari-rinaikai.com 

子どもに関する相談を 24 時間で受け付けます。

困ったな～
どうしよう・・・
そんな時は一人で考え
ずに、まず相談を！！

・子供（生後 2か月以上）を預けて
　　　　　　　　　　　　　　介護の仕事はいかが。
・働きながら国家資格（介護福祉士）を
　　　　　　　　　　　　　　取りませんか。

Dream it, Try it, Do it 

風の村
働きませんか
（託児所完備）
入居しませんか
（お安くなりました）
士
祉
福
護
介

 
⬅

ネ
マ
ア

ケ

実務者研修

〈資格
取得〉

初
任
者
研
修　

⬇　　　　　　 

⬇

無資
格  

⬇

（
有
資
格
者
）

鹿屋市野里町2485番地　TEL0994-36-6000　FAX0994-36-6001

詳細はホームページでご確認下さい。

初
任
者
研

⬇

（（（（（
有有有有有有
資資資資
有

格格格格
資資
者者者者者者
格
））

子・ 供（生後 2か月以上子・子供供（生後 2か月以上

風
働き
（託
入居し
（お安く
士
祉
士

福
祉祉

護
福福

介
護

⬅

ネ
マ
ア

ケ

実実

〈〈〈資資

⬇⬇⬇⬇

第
７
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

2
月
開
講

介
護
職
員
実
務
者
研
修

　

毎
月
１
日
随
時
受
付（
通
信
制
）

●
Ｇ
Ｓ

●
Ｇ
Ｓ

●大海酒造さん●大海酒造さん

●●ホ
ワ
イ
ト
急
便

　
　
　
　
さ
ん

ホ
ワ
イ
ト
急
便

　
　
　
　
さ
ん

●
消
防
署

●
消
防
署

●●大
隅
鹿
屋
病
院

大
隅
鹿
屋
病
院

●
鹿
屋
高
校

●
鹿
屋
高
校

●●

ホワイト急便さんホワイト急便さん

●●

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
さ
ん

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
さ
ん

商
工
会
議
所
●

商
工
会
議
所
●

シンプルでも
尊厳ある｢お葬式」ご存知ですか？

オープン
しました

祭壇・祭壇花・お棺・
ご遺影写真・位牌・
お骨壺・線香ローソク・
寝台車（病院～自宅
［安置所］）・式場使用
料（1泊分）・スタッフ

㈱KAMIMURA

明朗会計
安心価格

が

もっとうで
す!

斎場やすらぎ苑

ことぶき中央斎場

にしはら中央斎場

つなぐいのち、つながるこころ。つなぐいのち、つながるこころ。

寿

西原

バイ
パス池田葬祭では

いかなる『お葬式』 でも対応させて頂きます

鹿屋市王子町
3967-7

鹿
屋

市
役

所
　

　
鹿

屋
市

共
栄

町
20

番
1

号
　

　
☎

0994-43-2111
吾

平
総

合
支

所
　

吾
平

町
麓

3317
番

地
　

　
　

　
☎

0994-58-7111
輝

北
総

合
支

所
　

輝
北

町
上

百
引

3914
番

地
ロ

　
☎

099-486-1111
串

良
総

合
支

所
　

串
良

町
岡

崎
2081

番
地

　
　

　
☎

0994-63-3111

平
成

27年
11月

13日
発

行
　

№
237

（
通

常
版

13日
・

お
知

ら
せ

版
28日

発
行

）
発

行
／

鹿
屋

市
　

編
集

／
市

長
公

室
広

報
広

聴
課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238
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